
 

 
 

平成 26 年１月 15 日に開催された第 98 回介護給付費分科会において、介護保険サービスに関

する消費税８％への引上げ時の対応として、平成26年介護報酬改定の諮問答申が行われました。 

この答申を踏まえ、本年４月１日より新たな介護報酬単価で行われることとなります。また、厚生

労働省にて代表的なサービス（介護老人福祉施設、通所介護、訪問介護）を例示として、利用者負

担額等への影響を示した資料が提示されておりますので情報提供させていただきます。 

○介護老人福祉施設の例  
（設定） 

・ 要介護４で所得段階第２段階の利用者 

・ ユニット型・定員 31 人以上の施設に入所 

 

◎１か月あたりの費用（食費・居住費＋サービス費） 
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※全会員施設に送付しております。 

第 98 回社保審-介護給付費分科会資料（平成 26 年介護報酬改定後の単価等）を

全国老施協ホームページに掲載しております。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000034731.html 
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○通所介護の例  
（設定） 

・ 要介護２の利用者で月の利用回数は 10 回 

・ 通常規模型事業所で、７時間～９時間未満のサービス（入浴介助を含む）を利用 

 

◎１か月あたりの費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○訪問介護の例  
（設定） 

・ 要介護２の利用者 

・ 身体介護 30 分未満を月に６回、生活援助 45 分以上を月に９回利用 

 

◎１か月あたりの費用 
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